
BEFORE 

 

Title: ロック・チャレンジ・ジャパンについて(ダレン) 

Objective: Action Research(ロック・チャレンジを通じて) 

Background: いじめ撲滅のためにロック・チャレンジをやる 

Plan:  

１． ロック・チャレンジをやるか教科書の内容をやるか 

２． ロック・チャレンジをやる 

３． Action Researchを知る 

４． ダレンからロック・チャレンジについて説明 

５． 次週スージーが来る 

 

AFTER 

 

Title: ロック・チャレンジ・ジャパンについて(スージー) 

Content: ロック・チャレンジを知る 

Achievement: ロック・チャレンジを知った 

Pending issues/Actions: ロック・チャレンジを理解するために 

ダレン風 KJ法を利用することにした。 

 

 


